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１．地番 １．地番

問題1
■■■■■■

地൪۠Ҭ͸ɺࢢɺ۠ɺொɺଜΛ΋ͬͯఆΊΔ΋ͷͱ͞Ε͓ͯΓɺࣈ
Λ地൪地Ҭͱ͢Δ͜ͱ͸Ͱ͖ͳ͍ɻ

解答1　×× 地番区域は、市、区、町、村、字又はこれに準ずる地域をもって定める
ものとする（規則97条）。

問題2
■■■■■■

土地۠ը੔ཧۀࣄΛͨ͠ߦࢪ地Ҭʹ͓͍ͯ͸ɺϒϩοΫʢ֗۠ʣ͝
ͱʹ地൪Λ෇͢͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

解答2　〇〇 土地区画整理事業を施行した地域等においては、ブロック（街区）地番
を付しても差し支えない（準則67条１項８号）。
HINT
�　ブロック地番とは、１つのブロック（周囲を道路で囲まれた街区）に
ついて１つの本番（例えば１番）を設け、そのブロック内の土地の地番は、
すべてその本番に支号を付けた番号（１番１、１番２、１番３、…）に
する方法である。

問題3
■■■■■■

土地ͷ合චͷ登記Λਃ੥ͨ͠৔合ɺ合චޙͷ土地ͷ地൪͸ɺඞͣ合
චલͷटҐͷ地൪ͱ͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ɻ

解答3　×× 合筆した土地の地番は、原則として合筆前の首位の地番となる。ただし、
特別の事情があるときは、適宜の地番を定めて差し支えないとされている
（準則67条１項６号・７号）。
HINT
�　この「特別の事情」の規定は、土地の表題登記及び分筆の登記の場合
でも同様である（同３号・４号）。

問題4
■■■■■■

ʮΠ・ϩ・ϋʯ౳ͷจࢧࣈ߸Λ༻͍ͨ地൪͕෇͞Εͨ土地ʹ͖ͭɺ
地ੵͷߋਖ਼ͷ登記͕ਃ੥͞Εͨ৔合͸ɺಛผͳࣄ৘͕͋Δ৔合Λআ͖ɺ
౰֘地൪͸ม͞ߋΕΔɻ

解答4　〇〇 登記官は、従来の地番に数字でない符号又は支号の支号を用いたものが
ある場合には、その土地の表題部の登記事項に関する変更の登記又は更正
の登記をする時に当該地番を変更しなければならない。ただし、変更する
ことができない特段の事情があるときは、この限りでない（準則67条２項）。

問題5
■■■■■■

土地۠ը੔ཧ׵ͮ͘جʹۀࣄ地ॲ෼ʹΑΔ土地ͷ登記Λ͢Δ৔合ʹ
͓͍ͯɺैલͷ土地ʹ͓͍ͯด͞࠯Εͨ地൪Λ׵地ޙͷ地൪ͱͯ͠ఆ
ΊΔ͜ͱ͸Ͱ͖ͳ͍ɻ

解答5　×× 抹消、滅失又は合筆により登記記録が閉鎖された土地の地番は、原則と
して再使用することはできないが、特別の事情がある場合は再使用するこ
とができる。土地区画整理事業に基づく換地処分はこの「特別の事情」に
該当するとされている。

問題6
■■■■■■

̏൪ͷ土地Λ̏൪̍ɺ̏൪̎ʹ෼චͨ͠ޙɺ෼චҐஔ͕ؒҧ͍ͬͯ
ͨ͜ͱʹΑΓ෼චͷ登記ͷຣফΛͨ͠৔合ʹ͓͍ͯɺվΊͯ̎චʹ෼
ච͢Δͱ͖ͷ地൪͸Կ൪ͱԿ൪ʹͳΔ͔౴͑Αɻ

解答6　 ３番１、３番３
３番２は閉鎖されるため、特別の事情がない限り再使用できない（準則
67条１項２号）。また、３番１は従来の３番の登記記録のものであるため、
閉鎖されない。
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